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Eizi AKITAYA 1987 Report of Pit-Wall Observations of Snow Cover in Sapporo 1986-87. 

Low Temperature Science， Ser. A， 46. Data Report. 

札幌の平地積雪断面測定資料報告*

一一昭和61年-62年冬期ー一一

秋田谷英次

(低温科学研究所)

(昭和 62年 12月受理)

I.緒 自

札院の平地積雪の断面観測は，昭和 38-39年冬以来毎年行われている。この報告は，昭和 61-62

年冬に実施された積雪断面観測の結果を示したものである。観測は北海道大学低温科学研究所の裏

庭て、行われた。観測項目及び方法は，次に述べるラム硬度以外は前の報告ω と同じである。

ラム硬度計を用いると，積雪の断面を作ることなく表面から底面までの硬度分布が容易に得られ

る九また，木下式硬度計では積雪中の氷板の硬度を測るのは難しし通常，氷板を避けて測定する

が，ラム硬度計では氷板を含んだ硬度が得られる。ただし，再現性と精度は木下式硬度計より劣る。

ラム硬度の測定は次の手順で、行った。

第一番目のラム硬度 :R，=M  

竿(ラム硬度計本体)にオモリを落下させるためのガイド棒を付けて雪面に静かに置き，沈下量

ムX，を測る。

第2番目のラム碩度 :R2=m+M 

竿の上にオモリを静かに乗せて，沈下量ムゐを測る。

第3番目以降のラム硬度 (lミ3): Rl=m+M十n.m. h/ムXl

オモリを高き hcmから n回落下させて，沈下量d.Xlを測る。

ここに R" R2， R3， ・・・・:ラム硬度 kg

m 重錘(オモリ)の重量 kg

M:竿(ラム本体)+ガイド棒の重量kg

*北海道大学低温科学研究所業績 第3110号



2 秋田谷英次

また、平均ラム硬度 R(kg)は積算ラム硬度/積雪深(総沈下量)から求めた。

なお積算ラム硬度は次式から求めた。

'i.R=R，・sX，十R2・sX2+R3・sX3十R4・sX4十・・・・・・・・ (kg. cm)。

11.観測結果

昭和 61-62年冬に行った積雪断面観測の結果は，第 1表に示されている。表中の第 2JIJI成層図」

に用いた記号の意味は，第 2表に示されている。第 1表の第3列「高さ HJは地面からの高きで，

密度 G，木下式硬度 R，雪温Z及び、含水率 W を測定した位置を示している。密度測定には，常に

高さ 3cmの角型サンプラー(体積 100cm3)を使用したので、密度調11定の位置としては，サンプラー

の上辺の位置で表すことにした。それゆえ，例えば第 1表第 1行自の「高さ 23cm，密度0.22g/cm3J 

の表示は，地面から 20-23cmの積雪の密度が0.22g/cm3であったことを示している。硬度測定の

位置は木下式硬度計を置いた位置で表されている。第 8列に記した平均密度 Gは，スノーサンプ

ラー(断面積20cm2:神室型)て、測定した全積雪水量Hーをその場所の積雪深で割算して求めた値

である。平均ラム硬度 Rは，積算ラム硬度 'i.Rを積雪深て、割った値である。また，気温 Taは，断

面観測時の気温て、ある。

第 1図に積雪観測地点における日最高気温， 日最低気温4)及び積雪深を示した。

今冬の積雪の特徴は厳冬期に氷板が多く見られ，硬い雪となったことである。これは第 1図に示

したように最高気温が1月 17日に+6.3'C(雨をともなう)， 2月 11日に+6.0'Cと気温が高い時期

があり，雨水や融雪水が積雪内に浸透し、その後凍結したためである。 2月14日の成層図によると，

7)(みちの部分はさらめ雪となり，多くの層境界に氷板ができている O 木下式硬度の最大は 2月3日，

4500 g/cm2(かわききらめ雪，Hニ46cm)， 2月14B， 4500 g/cm2 (かわきざらめ雪，H=21 cm) 

であった。その後，平均密度の増加につれて平均ラム硬度が増し 2月24日には，R=33.1 kgと今

冬の最大を記録した。

なお，第 1図に示した日最高，最低気温は当研究所の融雪科学部門の方々に，積雪深は機関室の

方々によって測定された。また，積雪観測には浜田，小杉，ジノー諸氏のご協力をえた。 併せて，

ここに感謝の意を表します。
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第 l表 昭和61-62年冬の積雪断面測定観測結果

年月 日 成 層 図 高 さ 密 度一 硬 度 雪 J孟 含水率 全積雪水量 :H叩

時 主IJ 粒 雪 高 H G R Ts W 平均密度度 :C 
平λメz五均ラム硬 :R 

測定者 度 質 き cm g Icm' g Icrrf ℃ % iJ.l，.: T，α 

1986 25 - 5.7 H叩=5.8g Icm' 

XII - 25 ;医円』 23 0.22 全

11 hOOm_ b ロロ
20 3.9 層 G=O. 24 g Icm' 

秋田谷
。。ロ

10 
19 0.18 か

ト一一一
od ・・

18 70 わ R=2.8kg 
'-司ー一一一 o 

13 220 き

11 0.29 雪 Tα=-4.TC 

10 1.9 

6 0.40 

5 1，500 。 0.0 

1987 41 68 - 8.1 Hwニ 9.9g/cm'三 40I 5 
om 

40 0.09 全。

10hOOm- 。/、/、 30 37 0.21 層 Cニ 0.24gIcm' 

秋田谷 ト一一一 33 110 カミ
司b ロロ ト.20

j兵 田
" .ロ

30 0.19 ー 4.4 わ Rニ 2.9kg

"1 0 ロ 10 24 96 き

'0 ・ロ 21 0.22 雪 Tα=-5.8
0C 

。

20 - 1.5 

16 0.19 

12 0.34 560 

10 - 0.8 

5 0.34 1，200 

。 0.0 

」
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年月 日 成 層 図 高き 密度 硬度 雪 r孟 含水率 全積雪水量度 : Hw 

B寺 実リ 粒 雪 両 H G R Ts w 平均密 :δ 
平均ラム硬度 :R

測定者 度 質 さ cm g !cm' g !cm' ℃ % 気 i1il.: Tα 

1987 55 6 3.7 Hw=13.2 g !cm' 
「一一ー一ー

14 十 50 52 0.07 全
司 7ラ"町
，m 

10hOOm- + 50 - 3.2 層 δ=0.24 g !cm' 

秋田谷

。;首
ゐ。

43 80 カ通

中長
'0 42 0.20 わ R=3.5kg 

ob守 40 - 4.6 き
Qb 

20 

恒DLiZ三一
35 0.24 雪 Tα=-4.0

0

C 

ト10 32 130 

b， ・ロ 30 0.28 3目6
o 

24 260 

22 。目26

20 l.9 

19 140 

15 0.24 

10 。目6

8 1，350 
5 0.32 

。 。。

1987 

;腎市
49 0.23 - 2.0 Hw=15.0g!cm' 

I - 24 45 175 全

9~Om '0 ・-;ドo 43 0.44 層 Gニ 0.29g !cm' 
卜一一一

秋田谷
。く。

40 0.2 カミ。b戸工 30 

37 130 tっ Rニ 7.4kg
b1 0 ロ

20 35 0.27 き
bCt=IT 

30 0.4 雪 Tα=-2.2
0

C 
b，に工←。

28 0.34 300 c ・ロ

~o 23 0.30 300 0.5 

17 0.27 

16 160 

13 0.34 300 

10 0.33 - 0.5 

9 390 

5 0.34 

4 1，700 
。 0.0 
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年月 日 成 層 図 高き 密度 硬度 雪温 含水率 全積雪水度量 :H叩

時 五リ 粒 雪 高 H G R Ts W 
平均密 :δ 
平均ラム硬度 :R

測定者 度 質 さ cm g Icm' glαn' ℃ % 気 r且:T，α 

1987 59 - 7.6 H叩ニ17.5g Icm' 

II - 3 
~6::::::d c円、匡三孟 55 0.21 46 全

16
h
25
ffi 

Q くノえ
ト50 層 δ=0.30 g Icrrl 

ト一一一一 50 7.1 

秋田谷 (佳ct。 46 0.24 カミ

43 0.36 4，500 わ R=11.1kg 
b ロロ

iト←一一
ト30 40 6.5 き

bo ロロ 37 680 雪 Taニ -6TC
トー20

ド市市 35 0.28 
bo ロロ

ト叩 30 4.9 

bo臣 27 1，600 。
23 0.34 

21 700 

20 - 3.3 

15 680 

13 0.30 

10 一1.5

8 0.27 1，300 

4 0.34 2，000 

。 0.0 

1987 57 - 4.2 H叩ニ19.3g/cm'

II - 14 56 0.11 全

9h20ffi_ 53 2，800 層 G=0.32g/crrl 

秋田谷 51 0.31 カミ

50 1，400 6.0 わ R=13.2kg 

42 0.31 き

ピ;τヲ訂 b 

国-20 40 5.5 雪 Tαニー5.0'C
b 

同o
39 1，200 

巴・ロ

一 33 0.44 0' ・・
o 31 770 

30 ー 3.6

21 4，500 

20 - 2.3 

17 0.41 

15 1，700 

10 0.41 - 0.9 

8 1，100 

4 0.38 

。 。。



6 秋田谷英次

年月 日 成 層 図 同 き 密 度 石更 度 雪 t皿臼 含水率 全積雪水量 :H山

時 哀IJ 申立 雪 高 H G R Ts W 平均ム密硬度度 δ 
平均ラ :R 

測定者 度 質 さ cm g /cm' g jcm' ℃ % 気 J旦:T，α 

1987 63 0.36 920 - l.1 H加=22.0g /cm' ，.，卜
II - 24 .，ト..!.......!..-十.60 60 0.5 丘介二、h

8h30m _ .， 0 。 58 195 層 e=0.35g/cm' 

秋田谷 bjE ド。 57 。目33 カミ

50 300 0.4 わ R=33.1kg 
.，片τ←40 49 0.29 きト一一一
c・ロ

43 390 告三居ヨ Tα=+l.TC 

軍
30 b 40 - 0.5 

20 37 0.38 

b 32 560 
10 30 - 0.5 

c・ロ
29 0.39 

o 
22 1，200 

20 - 0.4 

15 0.41 1，200 

10 - 0.3 

5 0.41 1，350 
。 。。

1987 
「一一口f

88 27 - 3.6 Hw=28.4g/cm' 

III 4 。+く 85 0.15 全

9
h
30
m 
- .，区王ト80 80 - 3.5 層 δ=0.32gjc凶

秋田谷 / 、 77 125 カミ
。

ト10 76 0.19 わ R=12.4kg 。

ノ、 70 - 2.5 き
-ト一一一ドo

67 260 雪 Tαニ -2.1
0

C
cdl .・，- 65 0.21 

'd医 50 

b 62 3，050 

c・. 40 60 - l.2 
iト一一一

58 0.41 
c・ロ
1卜一一一ト30

50 - 0.7 
，d ・.
←20 49 1，050 

11-ーー~ーー

c・. 48 0.30 

c・ロ 10 40 一一 0.5 

c

lF.7 39 180 
o 

38 0.32 

30 - 0.3 

29 320 

28 0.35 

22 940 

20 - 0.2 

17 0.42 2，900 

12 640 

11 。.39
10 - 0.2 

5 0.37 350 

。 0.0 
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年月 日 成 層 図 高 さ 密 度 石更 度 雪 i1ii 含水率 全積雪水量 Hw

時 主IJ 粒 雪 高 H G R Ts W 平均密度度 :G 
平均ラム硬 :R 

測定者 度 質 さ cm g jcm' g jcm' ℃ % 気 J孟:Ta 

1987 69 0.33 Hwニ27.5gjcm'

III - 14 
「一一口』
，d ・・ 66 48 15.1 

9
h
40
m b¥区王HO  63 0.36 100 全 Cニ 0.38g jcm' 

秋田谷
cdl _ . 

24.0 60 

b'匡f-50 ジノー " 55 0.41 560 R=7.4kg 

. ，-r-40 
，d 48 300 層
一，. 

47 0.35 Tαニ十5.6
0

C
l卜一一一。 30 

46 。℃ 2.4 
b' ・
ロ 20 42 300 
，卜一一

c・ロ 38 0.36 
10 

ドm 廿 7 35 11.9 
c・ロ

o 30 560 

29 0.38 

20 2.5 

18 0.42 

15 2，400 

10 l.2 

7 650 

邑 0.34 

1987 43 0.30 32 Hw=17.3gjcm' 
「ーーーーーー

III - 25 
del _ _ 

40 42 19.6 
t卜一一 ，m 

10hOOm - dl _ . 
37 110 全 G=0.40gjcm' 

dip: 
30 

秋田谷 <d 36 0.39 

，d ・・ 20 35 13.3 R=6.0kg 
1トー

30 220 層
c・・ 10 

戸TTTTm 28 0.42 Tα 三 +2.6
0

C
cdJ _ . 

25 270 。℃ 12.5 o 

20 400 

18 0.46 

15 400 

13 10.9 

9 0.48 

6 200 

5 15.9 

4 0.49 
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第2表 成層図に使用した記号の説明
*図記号 集積雪の粒度

+ + 新雪

固
一つの層内で

ぺ / 、 こしまり雪 場所により

雪質の異なるもの。。
しまり雪

粒度

a 

。。 着色層

• 氷板 卜I:-/~I 械が不直続的に• ざらめ雪 入っているもの

ロ ロ こしもざらめ雪

b 

c 

〈 〈 しもさらめ雪 d 

e 

8トTa.oC

4 

o ~ーーーーーー

-4 

-8 

ー12

ー16

100 
H.cm 

80 

60 

40 

20t... 
o 

、、，

DEC(1986) JAN (1987) FEB 

第 l図昭和61-62年冬の札幌の気温九と積雪深H
(測定場所北大低温科学研究所裏庭)

キ止 t歪

< 0.5mm 

0.5 - 1.0mm 

1. 0 - 2. Omm 

2.0 - 4.0mm 

> 4.0mm 

MAR 
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